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第７章  教育の成果 

７.１教育成果の把握・評価 

〔現況〕 

・本校は、学生の満足度を計るべく「ＫＴＣ総合アンケート調査」を平成１５年から実施しています。 

アンケートはＫＴＣ教育評価委員会が中心になって前年度までのＦＤ活動結果も踏まえ、調査項目を決定し、

第３者機関に委託し集計分析を行っています。（資料７－１－①－１「ＫＴＣ教育評価委員会規則」）達成度と

満足度にはやや違いがあると考えますが、教育の質の向上を目指す第一歩として、在校生、卒業生、教職員、

企業の方々の本校教育全般の満足度を調査し、改善に結びつけようとするものです。継続的なアンケート調査

とその効果（改善要望に対する施策の実施）によって、アンケート調査の精度が向上していることは、第３者

によって行われる学生の聞き取り調査からも確認されています。 

・５年生に対するアンケート項目として「社会で求められる人材像」に関する項目を設けています。 

これは本校が目指す「技術者像」を構成する能力や資質を２２項目に分けて質問したものです。学生自身は、

やや低い水準での自己評価でありましたが、わずかずつではありますが逐年向上の傾向にあります。反面、教

員からの学生評価は、全体的に見て学生の自己僅価よりも高い項目があり、達成度評価としては、やや整合性

のない状況にあると考えています。（資料７－１－①－２「社会で求められる人材像」） 

・在校生には「ＫＴＣ授業アンケート調査項目」（物理・化学の例）（資料７－１－①－３）、（資料７－１－①－

４「授業アンケート調査結果」）も実施しています。本校の教育課程を構成する各学科目が適切に実施され機

能することが、本校の教育目的の達成には不可欠です。またアンケート調査項目には平成２０年度より教育技

法に関する具体的な内容も付加し、アンケート結果に基づいて各教員の授業改善を進めています。 

・１年生を対象にキャリアデザイン教育を平成17年度から実施しています。本校の学生の多くは、自らの目標を

持つことが重要であることは理解できても、現実に目標に向かって努力し、達成の喜びを得る経験は十分とは

言えないと考えています。平成18年度から全学年で実施する、文科省ＧＰに申請・採択（「共同と共創による

キャリアデザイン」）などの機会を得ており、今後キャリアデザイン教育の一層の充実を図り、達成感に基づ

く満足度の向上を目指す中で、達成度評価に結びつけていきたいと考えています。 

・平成２１年度からは、将来の技術のグローバル化を見通し「工学と英語の融合」と、新たな価値創造工学（例

えばＣＤＩＯ，Ｄｅｓｉｇｎ ｔｈｉｎｋｉｎｇ等）の導入を目的に、各専門学科で外国人と日本人教員を組

み合わせて授業をする「工学英語共同学習」を始めました。しかしながら、学生の英語力の程度や運営自体に

不慣れな点もあり、授業満足度は低い状態です。 

〔評価〕 

・アンケート内容の改善、企業人の授業への招聘、卒業生に関するアンケート調査、アンケート調査で得たデー

タの検証のための学生への聞き取り調査など行い、達成度評価の精度を上げる努力をしていますが、厳密な意

味での達成度評価が行えていないと認識しており、今後継続した努力が必要であると考えています。 

・「ＫＴＣ総合アンケート調査結果」の中で５年生と教員に対するアンケート結果の「人材の能力に関するまと

め」（資料７－１－①－５）では、教員と学生の間に意識のずれが見られます。卒業を間近かに控え、社会に

巣立つことへの不安も大きいものがあると感じています。達成感に基づく自信を持たせる等、さらなる努力が

必要であると考えています。 

・達成度評価の前提には、教職員と学生の目標に関するベクトルの一致が重要です。本校の目標とする「心豊か

な人材像」「創造性あふれるエンジニア像」に対する明確なイメージをキャリアデザイン教育の充実の中で形

成してまいりたいと考えています。 

・学校が追求する技術者像については、学校及び各学科で明らかにしていますが、学生の理解度は不十分であり
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ます。色々な機会を捉え根気強く教育し理解を深めさせてまいりたいと考えています。 

〔改善点〕 

学生の卒業時に期待される人間像とその達成度の評価について、認識の徹底と具体的方法について検討する必

要があると考えています。 
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（資料７－１－①－１） 
「ＫＴＣ教育評価委員会規則」 

           

ＫＴＣ教育評価委員会規程   
 

                                

(平成 11年４月１日施行) 
 改正 平成 17年４月１日

 
 (委員会の目的) 
第１条 この規程は、管理規則第４条第１項第３号口に定めるＫＴＣ教育評価委員会(以下 
｢委員会｣という。)について、必要な事項を定める。 

 (委員会の設置) 
第２条 委員会は、金沢工業高等専門学校(以下｢本校｣という。)が実施する教育活動全般に
いての自己及び外部点検評価の結果を確認することで、建学の精神に基づ＜教育活動の

活性化となお一層の教育改革の推進に資することを目的とする。 
 (委員会の役割) 
第３条 委員会は、次の者を委員として構成する。 
 (1)教務主事及び研究主事 
 (2)学科長 
 (3)校長が指名する者 
 (4)事務局長 
２ 研究主事は、委員長となり会務を主宰する。 
 (委員会の運営) 
第４条 委員会は、委員長が招集し議長を務める。 
２ 議長は、必要があると認めるときは、構成員以外の者の出席を求め意見を聴くことがで

きる。 
３ 前項の規定にかかわらず、校長は、随時、委員会に出席することができる。 
４ 委員長は、委員会で審議した事項を十年委員会に報告するため、委員会報告を取り纏め

校長に提出しなければならない。 
５ 委員長は､委員会報告を校長に提出するにあたり､本校の各種委員会との円滑な連携を

図るため、事前に報告内容について学務会議の同意を得なければならない。 
 (委員会の事務) 
第５条 委員会の事務は、事務局が行う。 
２ 事務局は、会議の議事録を作成し、議長の確認を得た後これを保管する。 

 

 

 附 則 
１ この規程は、平成 11年４月１日から施行する。 
２ この規程は、平成 16年４月１日から改正施行する。 
３ この規程は、平成 16年４月１日から改正施行する。 
 

 

 

（出典：「金沢工業高等専門学校規則類集」Ｐ．５５）



金沢工業高等専門学校 基準６ 

 - 182 -

（資料７－１－①－２） 

「社会で求められる人材像」 

 

［５年生］ 

    「学生の自己評価」            「教職員による学生評価」 

 

               

（出典：「平成２０年度アンケート調査結果報告書」P.24,25） 
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 (資料７－１－①－３) 

「ＫＴＣ授業アンケート調査項目」（物理・化学の例） 

 
（出典：「平成２１年度ＫＴＣ授業アンケート報告書」Ｐ41）
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（資料７－１－①－４） 
「授業アンケート調査結果」 
 

 

 

           

                      （出典：平成２１年度アンケート調査報告書」P.34,35） 
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（資料７－１－①－5） 
「人材の能力に関するまとめ」 

       

(出典 「平成21年度 KTC総合アンケート調査結果」P.59) 
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７.２ 教育の成果 

〔現況〕 

・本校の教育実践目標や各学科の目標に基づく学力や資質、能力の評価は、各学科目における評価の積み重ねに

よって表わされます。このため、各学科目担当教員は、評価基準を各々工夫し単に定期試験による成績だけで

なく、授業態度や提出レポート等も含む総合的な評価を行っています。また、各学科目担当教員は、自らの評

価基準についてシラバスや授業の導入時等を通じ学生に周知徹底を図っています。従って、成績不良による留

年者や退学者がいることは、止むを得ないと考えています。 

・進級が危ぶまれる学生に対しては、担任、教務係および校長が中心となって修学指導を行っています。平成１

８年度からは、地域連携教育センターに教育指導教員を常駐させ質問や補習に対応できるようにしました。ま

た、家庭教育の重要性を認識していただくために、学校―保護者―学生の共通認識による修学促進のため、「三

位一体の教育」を目標に掲げてまいりました。さらに、学期毎に成績不良科目の補習指導や再試験などを行っ

ていますが、それでも留年生が出ることは、成績評価を厳格に行うため止むを得ないと認識しています。 
・資格取得や夢考房活動、海外留学、学生会活動、部活動等、学生の自己実現を目指す自発的な活動こそが、最

も人間性を豊かにし、創造性につながると考えています。これらは、未だ十分とはいえませんが、学生の自主

的な取り組みの中で成果が表れてきたと考えています。（資料７－２－①－１「主な資格取得状況」）、（資料７

－２－①－２「夢考房プロジェクト参加者数一覧表」）、（資料７－２－①－３「海外留学状況」）、（資料７－２

－①－４「部活動入賞状況」（地区大会以上）） 

・卒業研究（創造実験Ⅴ）は、学生がこれまで身に付けてきた力を発揮する集大成の科目として、学科ごとに発

表会を開催し、学生のプレゼンテーションによる活発な質疑が行われます。これにより、学生の教育成果の水

準が保持できていると考えています。また、提出されたすべての卒業論文は製本され、ライブラリーセンター

に保管されることによって後輩達の参考に供されています。 

・毎年数人の学生が卒業研究の成果を電気あるいは機械の関連学会等で発表しています。 

・卒業生の進路は、５年間の教育成果を最もよく表らわす指標のひとつと考えます。本校では、従来から 進学・

就職とも１００％を目標にしてまいりました。社会情勢の変化を受けやすい指標ですが、本校ではほぼこの目

的を達成していると認識しています。就職や進学に関しては、学生の希望が十分に満たされるよう努力し、成

果が得られているものと認識しています。 

・教育の最終的評価は就職先の企業による卒業生の評価であると考え、４年に一度企業アンケートを実施しその

結果を改善の参考にしています。 

・このことは平成２０年度に実施した卒業生のアンケート結果（５年間隔で実施）にも現れていると認識してい

ます。（資料７－２－①－５「平成２０年度ＫＴＣ総合アンケート調査結果」（卒業生）） 

・学生による学習達成度評価は、一般的な２２項目についての総合アンケートで、各授業科目については授業ア

ンケートによって行っています。その結果、十分とはいえませんが学校が意図する教育の成果や効果が上がっ

ていると認識しています。 

・各科目の成績は、学習支援計画書（シラバス）の評価基準（定期試験、課題、学習態度等）によって決められ

ており、学生は学期ごとの成績によって自己の学習に対する取り組みの評価を確認することができます。 

・学生の達成度評価の前提には、目標の理解と共有が必要です。教員は、授業アンケート結果や教育成果発表会

での情報交換、自己点検自己評価書による校長との面談などを踏まえて、「教育改善への取組と今年度の目標」

を作成しています。これにより各教員が担当する学科目の到達目標や行動目標が定められています。 

・教員は、授業アンケート結果報告会や教育成果発表会による教員間の情報交換を通して、教育の目標に関する

理解と合意形成を進めています。 
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・授業アンケートは、ＡからＫの質問項目を設定し、うちＡからＥは、全学科目一律の質問内容としています。

Ｅには教員の教育法や学生の授業に対する見方について８つの細目があります。ＦからＫは、各科目独自の設

定を教科目担当者が設定できることとしています。（資料７－１－①－３「ＫＴＣ授業アンケート調査項目」

（物理・化学の例）既出） 

・シラバスの到達目標に対する成績及び授業満足度を総合的に判断して、達成度を評価することとしています。 

・授業アンケートのＣとＤの中に達成度に繋がる「取り組み姿勢」と「満足度」を把握する項目を設けています

が、十分機能するに至っていないと認識しています。 

・本校の教育方針に基づき、正課及び正課外の活動において、優秀な成果を修めた学生等に対して推薦し表彰・

褒賞を行っています。（資料７－２－①－６「金沢工業高等専門学校校長表彰・褒賞規程」）、（資料７－２－①

－７「校長表彰・褒賞者の一覧」） 

・成績優秀者に対する特待生制度を設け、奨学金を給付しています。平成２２年度からは、学生生活全般を通じ

てリーダーシップを発揮した学生に奨学金を給付することにしました。 

・本校では、これまで進路指導委員会の担当教員が中心となり各企業を訪問し、企業人事担当者、卒業生、教育

支援及び部外講演依頼者からからの聞き取りによって情報を収集しています。また、平成１５年度に進路先及

び過去５か年間の卒業生に対してアンケートを実施しています。これらの結果は、全教員が参加するＦＤ研修

会において発表される等、情報の共有に努めています。 
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（資料７－２－①－１） 

「主な資格取得状況」 

 平成17年度平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度
合格者 合格者 合格者 合格者 合格者

乙種１類 1 0 4 2 3
乙２ 1 0 2 2 5
乙３ 1 0 3 1 3
乙４ 5 13 5 9 21
乙５ 1 2 4 0 2
乙６ 1 1 4 2 1
丙種 11 9 2 0 1
甲種 0 0 0 0 0
乙４ 0 0 0 0 0
乙７ 0 0 0 0 0

電気主任技術者 第３種 1 0 0 0 0
電気工事士 第2種 15 16 10 3 5

3級 0 0 1 0 0
4級 0 0 0 0 0

陸上無線技術士 ２級 1 0 0 0 0
基本情報（２種） 2 6 2 0 4
初級シスアド 2 1 3 1 0
ＩＴパスポート 0 0 0 0 1
ソフトウェア開発 0 1 0 0 0
２級(情報） 0 2 0 0 0
３級 0 0 0 1 0
４級 2 0 0 0 0
ＣＧ２級 0
ＣＧ３級 4

画像処理２級 0
画像処理３級 0

マルチメディア２級 0
マルチメディア３級 2

機械設計技術者 ３級 13 2 5 2 4
準１級 2 0 0 0 0
２級 8 4 6 3 4
準２級 18 7 6 4 6
３級 9 7 0 3 2
２級 0 2 0 0 0
３級 4 2 0 0 1
４級 4 2 1 1 0
２級 0 3 1 1 0
準２級 7 6 3 8 5
３級 4 4 4 3 0
４級 0 0 0 0 0
２級 0 0 0 0 0
準２級 0 1 1 1 0
３級 3 9 1 3 0
４級 5 1 1 2 1
２級 2 1 3 0 0
準２級 9 8 5 2 2
３級 11 11 4 4 0

ＣＡＤ利用技術者 ２級 0 0 0
準１級 0 0 0 1 0
２級 1 0 0 1 2
３級 5 6 3 0 12
２級 1 0 0 0 0
３級 2 1 0 5 4
１級 1 3 1 1 2
２級 32 23 27 37 21
３級 25 44 50 67 27

ガス溶接技能者 5 21 10 0 26
電気取扱業務安全衛生特別教育 46 31 48 32 50
インターネット検定 ｼﾝｸﾞﾙｽﾀｰ 1 0 0 0 0

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ映像３級 0 0 0 1 2
WEBﾃﾞｻﾞｲﾝ３級 0 0 1 0 0

３級 0 4 0 0 0
ＣＧ３級 0 0 1 3 1

画像処理３級 0 0 0 1 0
３級 0 1 0 0 0

映像音響処理技術者 0 0 0 1 0
３級 0 0 20
４級 0 1 0

MOSｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ(ｴｸｾﾙ) 0 10 12

MOSｴｷｽﾊﾟｰﾄ(ｴｸｾﾙ) 0 8 0

MCAS(ｴｸｾﾙ) 0 2 62

MCAS(ﾜｰﾄﾞ) 0 1 6

MCAS(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ) 0 0 1

MCAS(ｱｸｾｽ) 0 0 1

資　格　名 種別

危険物取扱者

消防設備士

ラジオ・音響技能検定

デジタル技術検定

情報処理技術者

ＣＧエンジニア検定

工業英語検定

日本語検定

マイクロソフト認定試験

日本語文章能力検定

実用数学技能検定

秘書技能検定

漢字能力検定

カラーコーディネータ検定

情報技術検定

ＣＧクリエイター検定

画像情報技能検定

実用英語技能検定
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（資料７－２－①－２） 

「夢考房プロジェクト参加者数一覧表」 

夢房プロジェクト活動成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度     総計
ロボット 8 8
ソーラーカー 4 8 4 6 1 23
ソーラーボート 1 1
風力発電 1 1
福祉機器開発 2 1 3
自律走行車 4 4
メカニカルサポート 1 2 1 1 5
組込みソフトウェア 5 5 10

14 14 6 8 7 6 55

（資料７－２－①－３） 

「海外留学状況」 

Ｄ ３ Ｍ ３ Ｃ ３ 合 計
平 成 １ ７年 度 ６ （０ ） １ （ ０ ） １ ５ （６ ） ２ ２ （ ６ ）
平 成 １ ８年 度 １ （０ ） ０ （ ０ ） １ ５ （６ ） １ ６ （ ６ ）
平 成 １ ９年 度 ３ （０ ） ６ （ ０ ） １ ０ （３ ） １ ９ （ ３ ）
平 成 ２ ０年 度 ２ （０ ） ６ （ ０ ） １ ２ （２ ） ２ ０ （ ２ ）
平 成 ２ １年 度 １ （０ ） ３ （ ０ ） ７ （ １ ） １ １ （ １ ）
平 成 ２ ２年 度 ５ （０ ） １ （ ０ ） ９ （ ４ ） １ ５ （ ４ ）

Ｄ ２ Ｍ ２ Ｃ ２ 合 計
平 成 １ ７年 度 １ ３ （１ ） ７ （ １ ） １ ６ （２ ） ３ ６ （ ４ ）
平 成 １ ８年 度 ８ （０ ） １ ３ （０ ） １ ４ （５ ） ３ ５ （ ５ ）
平 成 １ ９年 度 １ ２ （０ ） ７ （ １ ） １ ９ （３ ） ３ ８ （ ４ ）
平 成 ２ ０年 度 １ ６ （０ ） １ ０ （０ ） ２ ６ （４ ） ５ ２ （ ４ ）
平 成 ２ １年 度 １ ０ （０ ） ９ （ ０ ） １ ７ （３ ） ３ ６ （ ３ ）
平 成 ２ ２年 度 ６ （０ ） １ ４ （０ ） １ ０ （６ ） ３ ０ （ ６ ）

「海 外 留 学 状 況 」
Ｎ Ｚ 　 オ タ ゴ ポ リ テ ク ニ ク

（    ）女 子 の 数

海 外 英 語 研 修 　 Ｓ Ｍ Ｃ

海 外 英 語 研 修 （米 国 セ ン ト マ イ ケ ル ズ 大 学 ） ：夏 期 休 暇 中 の ５週 間

Ｎ Ｚ ニ ュ ー ジ ラ ン ド オ タ ゴ ポ リ テ ク ニ ク ：１ 年 間
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（資料７－２－①－４） 
「部活動入賞状況」（地区大会以上） 

・剣 道 （男 子 ）：優 勝 、２位 、３位 　
・水 泳 （男 子 ）：４ ０ ０ｍ 自 由 形 （２位 ）、 ２ ０ ０ｍ バ タフ ライ （３位 ）

・ハ ン ドボ ール （男 子 ）：優 勝 　

平 成 １７
年 度

平 成 １８
年 度

◇第 ４０回 北 陸 地 区高 専 体 育大 会
〔団 体 の部 〕
・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：優 勝 　　 ・剣 道 （男 子 ）：優 勝 　　 ・剣 道 （女 子 ）：２位 　 ・ソ フ トテ ニ ス （男 子 ）：３位
〔個 人 の部 〕
・剣 道 （男 子 ）：優 勝 、２位 、３位 　　 ・剣 道 （女 子 ）：３位 　　
・水 泳 （男 子 ）：２ ０ ０ｍ バ タフライ （優 勝 ）、１００ｍ バ タフ ライ （２位 ）、１ ０ ０ｍ 自 由形 （３位 ）、５ ０ｍ 自 由 形 （３位 ）

◇ 第 ４０回 全 国 高 専体 育 大 会
〔個 人 の部 〕
・剣 道 （男 子 ）：３位  

・陸 上 走 高 跳 （３位 ）

◇ 第 １８回 全 国 高 等学 校 将 棋竜 王 戦 石 川大 会 Ｂ級 ：３位
◇ 第 ４１回 北 陸 地 区高 専 体 育大 会
〔団 体 の部 〕
・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：優 勝 　　 ・剣 道 （男 子 ）：優 勝 　　 ・ソ フ トテ ニ ス （男 子 ）：３位
〔個 人 の部 〕

平 成 １９
年 度

◇第 ４３回 全 国 高 等学 校 将 棋選 手 権 石 川大 会 Ｂ級 ：優 勝

◇第 ４２回 北 陸 地 区高 専 体 育大 会
〔団 体 の部 〕
・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：優 勝 　　 ・剣 道 （男 子 ）：優 勝 　　 ・ソ フ トテ ニ ス （男 子 ）：３位

〔団 体 の部 〕
・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：準 優 勝

〔個 人 の部 〕
・剣 道 （男 子 ）：優 勝 、２位 、　　 ・柔 道 ６０ ｋ ｇ級 （男 子 ）：優 勝 　　
・水 泳 （男 子 ）：５ ０ｍ 自 由形 （優 勝 ）、 1０ ０ｍ 自 由 形 （２位 ）、 ２ ００ｍ 自 由 形 （２位 ）、８ ０ ０ｍ 自 由形 （３位 ）　
◇ 第 ４２回 全 国 高 専体 育 大 会

平 成 ２０
年 度

〔団 体 の部 〕
・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：優 勝 　　 ・剣 道 （男 子 ）：優 勝 　　
〔個 人 の部 〕
・水 泳 （男 子 ）：５ ０ｍ 自 由形 （優 勝 ）、 1０ ０ｍ 自 由 形 （優 勝 ）

◇ 第 ４３回 北 陸 地 区高 専 体 育大 会

◇第 ４５回 全 国 高 等学 校 将 棋選 手 権 石 川大 会 Ｂ級 ：優 勝
◇第 ２２回 全 国 高 等学 校 将 棋竜 王 戦 石 川大 会 Ｂ級 ：３位

◇ 第 ４３回 全 国 高 専体 育 大 会
〔団 体 の部 〕
・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：３位 　　
◇ 第 ４４回 北 陸 地 区高 専 体 育大 会
〔団 体 の部 〕
・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：優 勝 　　 ・ソ フ トテ ニ ス （男 子 ）：２位 　 ・卓 球 （男 子 ）：３位 　　
〔個 人 の部 〕

平 成 ２１
年 度

〔団 体 の部 〕

平 成 ２２
年 度

・ハ ン ドボ ール （男 子 ）：優 勝 　　 ・バ ス ケ ッ トボ ール （男 子 ）：２位 　　　 ・ソ フ トテ ニ ス （男 子 ）：２位 　　
〔個 人 の部 〕
・水 泳 （男 子 ）：１ ０ ０ｍ 平 泳 ぎ （２位 ）、 ２ ０ ０ｍ 平 泳 ぎ （優 勝 ）
◇ 第 ４５回 全 国 高 専体 育 大 会

・剣 道 （男 子 ）：優 勝 、２位 、 ・水 泳 （男 子 ）：１ ０ ０ｍ 平 泳 ぎ （２位 ）、２ ０ ０ｍ 平 泳 ぎ （２位 ）

◇ 第 ４５回 北 陸 地 区高 専 体 育大 会
〔団 体 の部 〕
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（資料７－２－①－５） 

「平成２０年度ＫＴＣ総合アンケート調査結果」（卒業生）

（出典：「平成 20年度ＫＴＣ総合アンケート調査結果」（報告書）Ｐ．６８）
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（資料７－２－①－６） 

「金沢工業高等専門学校校長表彰・褒賞規程」 

 

金 沢 工 業 高 等 専 門 学 校 校 長 表 彰 ・ 褒 賞 規 程  

 

 

第１条 本校の教育方針に基づき、正課及び正課外の活動において、優秀な成果を修めた本校学生に対

し校長表彰又は校長褒賞を行う。 

第２条 前条の表彰又は褒賞を受ける学生（以下「表彰・褒賞学生」という。）は、別表に掲げる項目

の一つに該当する者から選ばれるものとする。 

第３条 表彰・褒賞学生は、本校教職員の推薦により、校長が決定する。推薦者は、所定の推薦書を提

出するものとする。 

第４条 表彰・褒賞学生には、校長が表彰状又は褒状を授与する。 

第５条 表彰・褒賞を行う方式、時期等については、校長がその都度定める。 

 

 

附 則 

 この規程は、昭和61年４月１日より施行する。 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」PP.103～104）
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 別表 校長 表彰・褒賞学生 

表彰名称 対象学年 基準

１～４年
（１ヶ年間）

クラス担任が本年度学業成績優秀であった学生の内から２名を推薦
し、学務会議において審議、承認する。

５年
（１ヶ年間＆
５ヶ年間）

クラス担任が在学中の学業成績が優秀であった学生、及び本年度
学業成績優秀であった学生の内から２名推薦し、学務会議において
審議、承認する。

資格試験合格 全学年 校長表彰・褒賞：資格試験合格者表彰・褒賞基準参照

競技会入賞 全学年

コンテスト入賞 全学年

１ヵ年皆勤賞 全学年 遅刻、早退、欠課時間数が０の者。

部活動１ヵ年皆勤賞 全学年
本年度の部活動において１ヶ年間無欠席の者。（但し、年間活動日
数が１４０日以上の部に限る）

部活動１ヵ年精勤賞 全学年
本年度の部活動において１ヶ年間の欠席日数が２日以内の者。
または年間活動日数が１２０～１４０日の部において皆出席の者。

１～４年
（１ヶ年間）

５年
（１ヶ年間＆
５ヶ年間）

功労賞 ５年 功労賞基準参照

部活動５ヵ年皆勤賞 ５年
５ヶ年間の部活動において欠席が３日以内の者。（但し、年間活動日
数が１４０日以上の部に限る。）

部活動５ヵ年精勤賞 ５年
５ヶ年間の部活動において欠席が４日～１０日以内の者。（但し、年
間活動日数が１４０日以上の部に限る。）

５ヵ年皆勤賞 ５年
在学中の欠席日数が０日で、欠課合計時間数が６．５時間以内の
者。（遅刻・早退は０．５時間とする）

５ヵ年精勤賞 ５年
在学中の欠席日数が４日以内で、欠課合計時間数が２７．５時間以
内の者。（遅刻・早退は０．５時間とする）

褒賞名称 対象学年 基準

優秀科目賞 全学年
各科目において優れた成績を収めた者。但し、優等賞に選ばれた者
は除外される。

資格試験合格 全学年 校長表彰・褒賞：資格試験合格者表彰・褒賞基準参照

競技会入賞 全学年
コンテスト入賞 全学年

精励賞
１～４年
（１ヶ年間）

部活動、課外活動、学校生活等において、地道に努力を続け他の
模範となる学生

功労賞
５年
（１ヶ年間＆
５ヶ年間）

功労賞基準参照

競技会、コンテスト入賞者、その他の課外活動　表彰・褒賞の基準参
照

優等賞

精励賞
部活動、課外活動、学校生活等において、地道に努力を続け他の
模範となる学生

競技会、コンテスト入賞者、その他の課外活動　表彰・褒賞の基準参照
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前期 後期 計
表彰 27 279 306
褒賞 93 410 503

前期 後期 計
表彰 13 266 279
褒賞 97 363 460

平成19年度
前期 後期 計

表彰 25 244 269
褒賞 36 401 437
精励賞 31 31

平成20年度
前期 後期 計

表彰 21 246 267
褒賞 50 471 521

平成21年度
前期 後期 計

表彰 3 257 260
褒賞 77 474 551

平成22年度
前期 後期 計

表彰 22 240 262
褒賞 62 392 454

平成17年度

平成18年度

（単位：人数）

（資料７－２－①－７） 
「校長表彰・褒賞者の一覧」 



金沢工業高等専門学校 基準６ 

 - 195 -

〔評価〕 

・厳しい成績評価の中で、毎年複数の留年生や退学者が出ることは残念なことですが、一方で卒業生の就職や進

学の状況は、評価基準の適切性を証明するものと考えています。（資料７－２－①－８「在学生の状況（準学

士課程」）、（資料７－２－①－９「休学者の状況（準学士課程）」）、（資料７－２－①－１０「退学者の状況（準

学士課程）」）、（資料７－２－①－１１「留年者の状況（準学士課程）」） 

・資格取得や夢考房活動、海外での短期・長期留学等、学生の自発的学習意欲と活動による様々な取り組みも徐々

に活性化しており、今後、より一層の進展を目指します。 

・就職率は毎年100％を達成し、進学希望者も金沢工業大学を始めとする進学希望先へ進学が果たされてきた状

況にあり、教育の成果は上がっていると考えています。（７－２－①－１２「卒業後の進路の状況（準学士課

程）」）、（７－２－①－１３「就職状況（職業別）」）、（７－２－①－１４「就職状況（産業別）」、（７－２－①

－１５「平成２１年度進路先一覧」）、（７－２－①－１６「進学状況（進学者数）」、（７－２－①－１７「進学

状況（進学先」） 

・本校卒業生の就職先企業が、多年にわたり継続して卒業生を採用してくれている実績は、本校の教育の成果の

一面であると考えています。 

・総合アンケート結果から、教育に対する学生の満足度は現時点で妥当であると判断しています。授業全般につ

いては、穴水自然学苑教育を除き６０％台以上の満足度であります。穴水学苑教育については、内容の厳しさ

が影響していると判断していますが、本校の人間形成教育の主柱であり工夫しつつもこれを維持していきます。

（資料７－２－①－１８「平成２０年度金沢高専の総合的な満足度」と「授業満足度」） 

・一部の学科目において、学生の満足度が低い結果であったことは、本校の意図する「わかりやすい授業の実践」

や「学習意欲の触発への取組」が不十分であったと考えています。このうち、教育技法に起因するものについ

ては、校長が担当教員と面談し改善方法について指導しています。 

・授業アンケートのＦからＫの項目は、教員個人の最も注目する事項ですが、平成17年度から「学習支援計画書

（シラバス）」に記載される到達目標や行動目標に沿った項目の設定に改め「何ができるようになったか」を

問える達成度評価とすることを奨励しています。その結果、大部分の教員が達成度を把握する方向に進んでい

ます。（資料７－２－①－１９「ＫＴＣ授業アンケート調査結果」） 

・学生は学期ごとの成績や表彰・褒賞等を通じて、自己の学習に対する達成度を把握できていると考えています。 

・今後キャリアデザイン教育の充実を図り、学生がＫＩＴ－ＩＤＥＡＬＳに基づく自己実現の目標を持つことを

進める中で、より正確な満足度評価と併せ達成度評価を把握することを目指しています。 

・人事担当者や卒業生からの聞き取りでは、一部の卒業生に企業内の人間関係に不満を持ち、早期に退職するな

どの問題が見受けられますが、おおむね良好な勤務実績を示しています。また、本校では、「人間性を豊かに

する教育」「ものづくり教育」を多くの企業ができていると評価する等を得て、本校の教育成果が上がってい

ると考えています。（資料７－２－①－２０）「企業等からの意見聴取」 

・英語と国際交流をポイントとした教育については６割程度の評価を戴いていますが、技術のグローバル化と本

検の特色化のための施策と考えており、今後とも工夫していきたいと考えています。 

・ＫＴＣ授業アンケートやＫＴＣ総合アンケートによって学生や企業、卒業生、教育支援及び部外講演依頼者か

ら直接的な評価が得られる仕組みが確立されています。 

・クラス担任、部活顧問、科目担当等複数の教員が立場を異にして学生の声を聞く体制が確立されています。 

・進路指導委員会の担当教員が毎年企業を訪問し、企業担当者との間に聞き取りによる情報の収集ができる人間

関係が確立されています。 

・ 校長と教員が「教育目標及び実施に関する報告書」を基に面談し、さらに教育成果発表会、年３回に及ぶＦ
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Ｄ研修会によって学生指導や教育方法等の改善について協議するなど、情報を共有する仕組みを確立してい

ます。 

〔改善点〕 

・一般科目に比して専門科目で満足度が低下する傾向を示しています。 

・ＫＴＣ授業アンケートやＫＴＣ総合アンケートによる分析結果等を基に、教育成果の向上に役立つ仕組みをさ

らに構築する必要があると考えています。 

・学生による学習達成度評価は進んでいますが完全ではなく、全ての科目について統一した形で実施するべく努

力を行ってまいります。 

・本校教育の特徴の１つである「英語教育」や、平成２１年度から全学科に適用した「工学英語の融合教育」は、

十分な授業満足度があるとは認識していませんが、わが国の技術の将来を見通した施策であり蓄積も浅いこと

から、今後とも工夫し発展させる予定です。 

 

 以上のとおり、本校で教授した教育の成果や効果を総合的に判断すれば、今後さらなる継続した努力が必要で

あると考えています。 
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平成17年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気情報工学科 47 1 48 45 1 46 47 1 48 － － － － － － 139 3 142

機械工学科 48 0 48 52 1 53 52 1 53 41 2 43 35 0 35 228 4 232

国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

25 8 33 27 7 34 24 7 31 － － － － － － 76 22 98

電気工学科 － － － － － － － － － 70 6 76 66 7 73 136 13 149

合計 120 9 129 124 9 133 123 9 132 111 8 119 101 7 108 579 42 621

平成1８年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
電気情報工学科 41 0 41 41 1 42 41 1 42 47 1 48 － － － 170 3 173
機械工学科 46 1 47 46 0 46 47 1 48 52 1 53 41 2 43 232 5 237
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

29 7 36 21 7 28 28 7 35 21 7 28 － － － 99 28 127

電気工学科 － － － － － － － － － 1 0 1 68 6 74 69 6 75
合計 116 8 124 108 8 116 116 9 125 121 9 130 109 8 117 570 42 612

平成19年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
電気情報工学科 35 0 35 38 0 38 32 0 32 39 1 40 47 1 48 191 2 193
機械工学科 36 0 36 45 1 46 45 0 45 47 1 48 51 1 52 224 3 227
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

24 8 34 28 7 35 21 7 28 27 7 34 21 7 28 121 36 157

電気工学科 － － － － － － － － － － － － 1 0 1 1 0 1
合計 95 8 105 111 8 119 98 7 105 113 9 122 120 9 129 537 41 578

平成20年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
電気情報工学科 32 3 35 36 0 36 32 0 32 33 0 33 37 1 38 170 4 174
機械工学科 43 0 43 36 0 36 43 1 44 46 0 46 45 1 46 213 2 215
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

29 6 35 25 7 32 27 7 34 21 7 28 27 7 34 129 34 163

合計 104 9 113 97 7 104 102 8 110 100 7 107 109 9 118 512 40 552

平成21年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
電気電子工学科 27 0 27 － － － － － － － － － － － － 27 0 27
機械工学科 32 1 33 40 0 40 36 0 36 42 1 43 43 0 43 193 2 195
電気情報工学科 2 0 2 29 3 32 35 0 35 31 0 31 32 0 32 129 3 132
グローバル情報工学科 13 7 20 － － － － － － － － － － － － 13 7 20
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

0 1 1 28 5 33 25 6 31 26 7 33 20 7 27 99 26 125

合計 74 9 83 97 8 105 96 6 102 99 8 107 95 7 102 461 38 499

平成2２年度

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
電気電子工学科 40 0 40 27 0 27 － － － － － － － － － 67 0 67
機械工学科 40 0 40 32 1 33 38 0 38 38 0 38 41 1 42 189 2 191
電気情報工学科 0 0 0 0 1 1 27 2 29 33 0 33 30 0 30 90 3 93
グローバル情報工学科 28 10 38 12 7 19 － － － － － － － － － 40 17 57
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

0 0 0 2 0 2 25 5 30 26 6 32 26 7 33 79 18 97

合計 108 10 118 46 9 82 90 7 97 97 6 103 97 8 105 465 40 505

５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

（資料７－２－①－８） 

「在学生の状況（準学士課程）」 

 

 

 

 



金沢工業高等専門学校 基準６ 

 - 198 -

平成17年度

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

電気情報工学科 48 1 2.1 47 0 0.0 49 0 0.0 － － － － － － 144 1 0.7
機械工学科 49 0 0.0 54 0 0.0 55 0 0.0 44 0 0.0 36 0 0.0 238 0 0.0
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

34 1 2.9 35 1 2.9 32 0 0.0 － － － － － － 101 2 2.0

電気工学科 － － － 2 1 50.0 1 1 100.0 79 1 1.3 73 0 0.0 153 2 1.3
合計 131 2 1.5 138 1 0.7 137 1 0.7 123 1 0.8 109 0 0.0 636 5 0.8

平成1８年度  

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

電気情報工学科 45 1 2.2 46 2 4.3 46 0 0.0 48 0 0.0 － － － 185 3 1.6
機械工学科 47 0 0.0 50 0 0.0 51 0 0.0 53 0 0.0 43 0 0.0 244 0 0.0
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

38 2 5.3 32 0 0.0 36 0 0.0 29 1 3.4 － － － 135 3 2.2

電気工学科 － － － － － － － － － 1 0 0.0 75 0 0.0 76 0 0.0
合計 130 3 2.3 128 2 1.6 133 0 0.0 131 1 0.8 118 0 0.0 640 6 0.9

平成19年度

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

電気情報工学科 35 0 0.0 44 0 0.0 37 0 0.0 42 1 2.4 48 0 0.0 206 1 0.5
機械工学科 36 0 0.0 47 0 0.0 47 0 0.0 48 0 0.0 52 0 0.0 230 0 0.0
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

35 0 0.0 37 0 0.0 28 0 0.0 35 0 0.0 28 0 0.0 163 0 0.0

電気工学科 － － － － － － － － － － － － 1 0 0.0 1 0 0.0
合計 106 0 0.0 128 0 0.0 112 0 0.0 125 1 0.8 129 0 0.0 600 1 0.2

平成20年度

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

電気情報工学科 38 0 0.0 39 1 2.6 33 0 0.0 33 1 3.0 39 0 0.0 182 2 1.1
機械工学科 44 0 0.0 36 0 0.0 46 0 0.0 46 0 0.0 47 0 0.0 219 0 0.0
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

36 0 0.0 34 0 0.0 35 0 0.0 28 0 0.0 34 0 0.0 167 0 0.0

合計 118 0 0.0 109 1 0.9 114 0 0.0 107 1 0.9 120 0 0.0 568 2 0.4

平成21年度

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

電気電子工学科 27 1 3.7 － － － － － － － － － － － － 27 1 3.7
機械工学科 34 1 2.9 43 0 0.0 36 0 0.0 47 0 0.0 42 0 0.0 202 1 0.5
電気情報工学科 2 0 0.0 33 0 0.0 36 0 0.0 33 0 0.0 32 0 0.0 136 0 0.0
グローバル情報工学科 21 0 0.0 － － － － － － － － － － － － 21 0 0.0
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

1 1 100.0 34 0 0.0 32 0 0.0 34 0 0.0 28 0 0.0 129 1 0.8

合計 85 3 3.5 110 0 0.0 104 0 0.0 114 0 0.0 102 0 0.0 515 3 0.6

平成2２年度

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

在
学
者

休
学
者

率
（％）

電気電子工学科 40 0 0.0 27 0 0.0 － － － － － － － － － 67 0 0.0
機械工学科 42 0 0.0 33 0 0.0 40 0 0.0 38 1 2.6 42 0 0.0 195 1 0.5
電気情報工学科 － － － 1 0 0.0 31 0 0.0 35 0 0.0 31 0 0.0 98 0 0.0
グローバル情報工学科 38 0 0.0 20 0 0.0 － － － － － － － － － 58 0 0.0
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

1 1 100.0 2 0 0.0 31 0 0.0 32 0 0.0 32 0 0.0 97 0 0.0

合計 121 1 1 83 0 0.0 102 0 0.0 105 1 1.0 105 0 0.0 515 1 0.2

５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

（資料７－２－①－９） 

「休学者の状況（準学士課程）」 
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平成17年度

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

電気情報工学科 48 0 0 47 1 2.1 49 1 2.0 － － － － － － 144 2 1.4
機械工学科 49 1 2.0 54 1 1.9 55 2 3.6 44 1 2.3 36 1 2.8 238 6 2.5
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

34 1 2.9 35 1 2.9 32 1 3.1 － － － － － － 101 3 3.0

電気工学科 － － － 2 2 100.0 1 1 100.0 79 3 3.8 73 0 0.0 152 3 2.0
合計 131 2 1.5 138 5 3.6 137 5 3.6 123 4 3.3 109 1 0.9 635 14 2.2

平成1８年度

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

電気情報工学科 45 4 8.9 46 3 6.5 46 4 8.7 48 0 0.0 － － － 185 11 5.9
機械工学科 47 0 0.0 50 4 8.0 51 3 5.9 53 0 0.0 43 0 0.0 244 7 2.9
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

38 2 5.3 32 4 12.5 36 1 2.8 29 1 3.4 － － － 135 8 5.9

電気工学科 － － － － － － － － － 1 0 0.0 75 1 1.3 76 1 1.3
合計 130 6 4.6 128 11 8.6 133 8 6.0 131 1 0.8 118 1 1.33 640 27 4.2

平成19年度

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

電気情報工学科 35 0 0.0 44 6 13.6 37 5 13.5 42 2 4.8 48 0 0.0 206 13 6.3
機械工学科 36 0 0.0 47 1 2.1 47 2 4.3 48 0 0.0 52 0 0.0 230 3 1.3
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

35 1 2.9 37 2 5.4 28 0 0.0 35 1 2.9 28 0 0.0 163 4 2.5

電気工学科 － － － － － － － － － － － － 1 0 0.0 1 0 0.0
合計 106 1 0.9 128 9 7.0 112 7 6.3 125 3 2.4 129 0 0.0 600 20 3.3

平成20年度

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

電気情報工学科 38 3 7.9 39 3 7.7 33 1 3.0 33 0 0.0 39 1 2.6 182 8 4.4
機械工学科 44 1 2.3 36 0 0.0 46 2 4.3 46 0 0.0 47 1 2.1 219 4 1.8
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

36 1 2.8 34 2 5.9 35 1 2.9 28 0 0.0 34 0 0.0 167 4 2.4

合計 118 5 4.2 109 5 4.6 114 4 3.5 107 0 0.0 120 2 1.7 568 16 2.8

平成21年度

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

電気電子工学科 27 0 0.0 － － － － － － － － － － － － 27 0 0.0
機械工学科 34 1 2.9 43 3 7.0 36 0 0.0 47 4 8.5 42 0 0.0 202 8 4.0
電気情報工学科 2 0 0.0 33 1 3.0 36 1 2.8 33 2 6.1 32 0 0.0 136 4 2.9
グローバル情報工学科 21 1 4.8 － － － － － － － － － － － － 21 1 4.8
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

1 0 0.0 34 1 2.9 32 1 3.1 34 1 2.9 28 1 3.6 129 4 3.1

合計 85 2 2.4 110 5 4.5 104 2 1.9 114 7 6.1 102 1 1.0 515 17 3.3

平成2２年度

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

在
学
者

退
学
者

率
（％）

電気電子工学科 40 0 0.0 27 0 0.0 － － － － － － － － － 67 0 0.0
機械工学科 42 2 4.8 33 0 0.0 40 2 5.0 38 0 0.0 42 1 2.4 195 5 2.6
電気情報工学科 － － － 1 0 0.0 31 2 6.5 35 2 5.7 31 1 3.2 98 5 5.1
グローバル情報工学科 38 0 0.0 20 1 5.0 － － － － － － － － － 58 1 1.7
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

1 1 100.0 2 0 0.0 31 1 3.2 32 0 0.0 32 0 0.0 98 2 2.0

合計 121 3 2.5 83 1 1.2 102 5 4.9 105 2 1.9 105 2 1.9 516 13 2.5

４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年

４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

（資料７－２－①－１０） 
「退学者の状況（準学士課程）」 
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平成17年度

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

電気情報工学科 48 3 6.3 47 0 0.0 49 0 0.0 － － － － － － 144 3 2.08
機械工学科 49 0 0.0 54 2 3.7 55 0 0.0 44 0 0.0 36 0 0.0 238 2 0.84
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

34 1 2.9 35 0 0.0 32 2 6.3 － － － － － － 101 3 2.97

電気工学科 － － － 2 0 0.0 1 0 0.0 79 1 1.3 73 0 0.0 152 1 0.66
合計 131 4 3.1 138 2 1.4 137 2 1.5 123 1 0.8 109 0 0 635 9 1.4

平成1８年度

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

電気情報工学科 45 1 2.2 46 4 8.7 46 0 0.0 48 0 0.0 － － － 185 5 2.7
機械工学科 47 0 0.0 50 0 0.0 51 0 0.0 53 1 1.9 43 0 0.0 244 1 0.4
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

38 0 0.0 32 1 3.1 36 0 0.0 29 0 0.0 － － － 135 1 0.7

電気工学科 － － － － － － － － － 1 0 0.0 75 0 0.0 76 0 0.0
合計 130 1 0.8 128 5 3.9 133 0 0.0 131 1 0.8 118 0 0.0 640 7 1.1

平成19年度

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

電気情報工学科 35 1 2.9 44 6 13.6 37 0 0.0 42 1 2.4 48 0 0.0 206 8 3.9
機械工学科 36 0 0.0 47 0 0.0 47 0 0.0 48 1 2.1 52 0 0.0 230 1 0.4
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

35 0 0.0 37 0 0.0 28 0 0.0 35 0 0.0 28 0 0.0 163 0 0.0

電気工学科 － － － － － － － － － － － － 1 0 0.0 1 0 0.0
合計 106 1 0.9 128 6 4.7 112 0 0.0 125 2 1.6 129 0 0.0 600 9 1.5

平成20年度

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

電気情報工学科 38 2 5.3 39 0 0.0 33 0 0.0 33 1 3.0 39 0 0.0 182 3 1.6
機械工学科 44 0 0.0 36 0 0.0 46 0 0.0 46 3 6.5 47 0 0.0 219 3 1.4
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

36 1 2.8 34 0 0.0 35 0 0.0 28 0 0.0 34 0 0.0 167 1 0.6

合計 118 3 2.5 109 0 0.0 114 0 0.0 107 4 3.7 120 0 0.0 568 7 1.2

平成21年度

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

電気電子工学科 27 2 7.4 － － － － － － － － － － － － 27 2 7.4
機械工学科 34 0 0.0 43 0 0.0 36 0 0.0 47 2 4.3 42 1 2.4 202 3 1.5
電気情報工学科 2 0 0.0 33 1 3.0 36 0 0.0 33 0 0.0 32 0 0.0 136 1 0.7
グローバル情報工学科 21 0 0.0 － － － － － － － － － － － － 21 0 0.0
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

1 1 100.0 34 2 5.9 32 0 0.0 34 0 0.0 28 0 0.0 129 3 2.3

合計 85 3 3.5 110 3 2.7 104 0 0.0 114 2 1.8 102 1 1.0 515 9 1.7

平成2２年度

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

在
学
者

留
年
者

率
（％）

電気電子工学科 40 0 0.0 27 2 7.4 － － － － － － － － － 67 2 3.0
機械工学科 42 1 2.4 33 0 0.0 40 2 5.0 38 1 2.6 42 0 0.0 195 4 2.1
電気情報工学科 － － － 1 0 0.0 31 3 9.7 35 2 5.7 31 0 0.0 98 5 5.1
グローバル情報工学科 38 2 5.3 20 0 0.0 － － － － － － － － － 58 2 3.4
国際コミュニケーション
　　　　　　　　　　　情報工学

1 0 0.0 2 0 0.0 31 0 0.0 32 0 0.0 32 1 3.1 98 1 1.0

合計 121 3 2.5 83 2 2.4 102 5 4.9 105 3 2.9 105 1 1.0 516 14 2.7

５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

1学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 計

（資料７－２－①－１１） 

「留年者の状況（準学士課程）」 
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（資料７－２－①－１２） 
「卒業後の進路の状況（準学士課程）」 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気 66 7 73 41 6 47 41 6 47 100 23 1 24 23 1 24 100 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0

機械 35 0 35 19 0 19 19 0 19 100 17 0 17 17 0 17 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 101 7 108 60 6 66 60 6 66 100 40 1 41 40 1 41 100 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気 68 6 74 43 5 48 43 5 48 100 25 1 26 25 1 26 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機械 41 2 43 32 0 32 32 0 32 100 9 2 11 8 2 10 91% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2%

計 109 8 117 75 5 80 75 5 80 100 34 3 37 33 3 36 97% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1%

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気情報 48 1 49 30 1 31 30 1 31 100 18 0 18 18 0 18 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機械 51 1 52 40 1 41 40 1 41 100 11 0 11 11 0 11 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国際コミュニ

ケーション情報 21 7 28 9 6 15 9 6 15 100 12 1 13 12 1 13 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 120 9 129 79 8 87 79 8 87 100 41 1 42 41 1 42 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気情報 37 1 38 36 1 37 36 1 37 100 1 0 1 1 0 1 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機械 45 1 46 30 1 31 30 1 31 100 15 0 15 15 0 15 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国際コミュニ

ケーション情報 27 7 34 17 7 24 17 7 24 100 9 0 9 9 0 9 100 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

計 109 9 118 83 9 92 83 9 92 100 25 0 25 25 0 25 100 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気情報 32 0 32 22 0 22 22 0 22 100 10 0 10 9 0 9 100 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

機械 42 0 42 24 0 24 24 0 24 100 18 0 18 18 0 18 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国際コミュニ

ケーション情報 20 7 27 6 7 13 6 7 13 100 13 0 13 13 0 13 100 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

計 94 7 101 52 7 59 52 7 59 100 41 0 41 40 0 40 100 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気情報 30 0 30 25 0 25 25 0 25 100 5 0 5 5 0 5 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機械 40 1 41 23 0 23 23 0 23 100 17 1 18 17 1 18 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国際コミュニ

ケーション情報 25 7 32 10 3 13 10 3 13 100 16 3 19 16 3 19 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 95 8 103 58 3 61 58 3 61 100 38 4 42 38 4 42 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気情報 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機械 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国際コミュニ

ケーション情報 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成17年度卒業生

希望者数 就職者数 就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進
学
率

別

紙

　平成23年度卒業生

学科

卒業者数
就　　　　職 進　　　　学

就職進学者数 左記以外の者
死亡・不詳
の者

進路
未決
定率

希望者数 就職者数 就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進
学
率

別

紙

　平成22年度卒業生

学科

卒業者数
就　　　　職 進　　　　学

就職進学者数 左記以外の者
死亡・不詳
の者

進路
未決
定率

学科

卒業者数
就　　　　職 進　　　　学

就職進学者数 左記以外の者
死亡・不詳
の者

進路
未決
定率

希望者数 就職者数 就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進
学
率

別

紙

　平成18年度卒業生

学科

卒業者数
就　　　　職 進　　　　学

就職進学者数 左記以外の者
死亡・不詳
の者

進路
未決
定率

希望者数 就職者数 就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進
学
率

別

紙

　平成19年度卒業生

学科

卒業者数
就　　　　職 進　　　　学

就職進学者数 左記以外の者
死亡・不詳
の者

進路
未決
定率

希望者数 就職者数 就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進
学
率

別

紙

　平成20年度卒業生

学科

卒業者数
就　　　　職 進　　　　学

就職進学者数 左記以外の者
死亡・不詳
の者

進路
未決
定率

希望者数 就職者数 就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進
学
率

別

紙

　平成21年度卒業生

学科

卒業者数
就　　　　職 進　　　　学

就職進学者数 左記以外の者
死亡・不詳
の者

進路
未決
定率

希望者数 就職者数 就職
者内
訳

就職
率

希望者数 進学者数 進
学
率

別

紙
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（資料７－２－①－１３） 

「就職状況（職業別）」 

 

職
業
従
事
者

専
門
的
・
技
術
的

管
理
的
職
業

事
務
従
事
者

販
売
従
事
者

サ
ー

ビ
ス
職
業

保
安
職
業

運
輸
・
通
信

労
務
作
業
者

生
産
工
程
・

左
記
以
外

合
計

電気工学科 32 2 10 2 1 47

機械工学科 14 1 3 18

計 46 0 0 3 13 0 2 0 1 65

電気工学科 28 5 9 5 1 48

機械工学科 25 2 3 1 1 32

計 53 0 0 7 12 0 6 0 2 80

電気情報工学科 26 1 3 2 32

機械工学科 37 2 2 41

国際コミュニケー
ション情報工学科

8 2 3 2 15

計 71 0 0 3 8 0 4 0 2 88

電気情報工学科 30 5 2 37

機械工学科 27 1 3 31

国際コミュニケー
ション情報工学科

11 4 4 5 24

計 68 0 0 5 12 0 7 0 0 92

電気情報工学科 18 3 1 22

機械工学科 21 2 1 24

国際コミュニケー
ション情報工学科

3 3 3 2 2 13

計 42 0 0 5 7 0 3 0 2 59

電気情報工学科 20 1 3 1 25

機械工学科 20 2 1 23

国際コミュニケー
ション情報工学科

4 2 4 2 1 13

計 44 0 0 5 8 0 3 0 1 61

電気情報工学科 0

機械工学科 0

国際コミュニケー
ション情報工学科

0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成22年度

平成23年度

平成21年度

職　　業　　別　　就　　職　　者　　数

平成20年度

平成19年度

平成18年度

平成17年度
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（資料７－２－①－１４） 
「就職状況（産業別）」 

 

農
業

林
業

漁
業

鉱
業

建
設
業

製
造
業

熱
供
給
・
水
道
業

電
気
・
ガ
ス
・

運
輸
・
通
信
業

飲
食
店

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

不
動
産
業

サ
ー

ビ
ス
業

公
務

左
記
以
外

合
計

電気工学科 5 27 1 2 2 10 47

機械工学科 1 13 1 3 18

計 0 0 0 0 6 40 1 2 3 0 0 13 0 0 65

電気工学科 4 22 2 5 5 9 1 48

機械工学科 2 23 1 2 3 1 32

計 0 0 0 0 6 45 2 6 7 0 0 12 2 0 80

電気情報工学科 3 21 2 2 1 3 32

機械工学科 37 2 2 41

国際コミュニケー
ション情報工学科

1 5 2 2 5 15

計 0 0 0 0 4 63 2 4 3 0 0 10 2 0 88

電気情報工学科 29 1 2 5 37

機械工学科 27 1 3 31

国際コミュニケー
ション情報工学科

1 7 5 4 7 24

計 0 0 0 0 1 63 1 7 5 0 0 15 0 0 92

電気情報工学科 4 12 2 1 3 22

機械工学科 2 19 2 1 24

国際コミュニケー
ション情報工学科

1 2 3 5 2 13

計 0 0 0 0 6 32 2 3 5 0 0 9 2 0 59

電気情報工学科 3 14 3 1 1 3 25

機械工学科 1 19 2 1 23

国際コミュニケー
ション情報工学科

3 2 2 5 1 13

計 0 0 0 0 4 36 3 3 5 0 0 9 1 0 61

電気情報工学科 0

機械工学科 0

国際コミュニケー
ション情報工学科

0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成19年度

平成18年度

平成17年度

産　　業　　別　　就　　職　　者　　数

平成20年度

平成21年度

平成23年度

平成22年度
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（資料７－２－①－１５） 

「平成２１年度進路先一覧」 

 
   （出典 「第４４回卒業生名簿（平成２２年度３月15日卒業）」抜粋） 
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（資料７－２－①－１６） 
「進学状況（進学者数）」 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気工学科 19 0 19 2 1 3 21 1 22 0 0 0 0 0 0 2 0 2 24

機 械工学科 15 0 15 2 0 2 17 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17

計 34 0 34 4 1 5 38 1 39 0 0 0 0 0 0 2 0 2 41

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気工学科 18 0 18 0 0 0 18 0 18 0 0 0 0 0 0 3 0 3 21

機 械工学科 8 0 8 1 0 1 9 0 9 0 0 0 0 0 0 2 0 2 11

計 26 0 26 1 0 1 27 0 27 0 0 0 0 0 0 5 0 5 32

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気工学科 14 0 14 1 0 1 15 0 15 0 0 0 0 0 0 2 0 2 17

機 械工学科 9 0 9 0 0 0 9 0 9 0 0 0 0 0 0 2 0 2 11
国際 コミュニケ ーション

情報工学 科 11 1 12 0 0 0 11 1 12 0 0 0 0 0 0 1 0 1 13

計 34 1 35 1 0 1 35 1 36 0 0 0 0 0 0 5 0 5 41

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気工学科 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

機 械工学科 13 0 13 0 0 0 13 0 13 0 0 0 0 0 0 2 0 2 15
国際 コミュニケ ーション

情報工学 科 6 0 6 2 0 2 8 0 8 0 0 0 0 0 0 1 0 1 9

計 20 0 20 2 0 2 22 0 22 0 0 0 0 0 0 3 0 3 25

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気工学科 8 0 8 0 0 0 8 0 8 0 0 0 0 0 0 1 0 1 9

機 械工学科 15 0 15 3 0 3 18 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18
国際 コミュニケ ーション

情報工学 科 10 0 10 2 0 2 12 0 12 0 0 0 0 0 0 1 0 1 13

計 33 0 33 5 0 5 38 0 38 0 0 0 0 0 0 2 0 2 40

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気工学科 5 0 5 0 0 0 5 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

機 械工学科 15 1 16 1 0 1 16 1 17 0 0 0 0 0 0 1 0 1 18

国際 コミュニケ ーション

情報工学 科 12 2 14 0 0 0 12 2 14 0 0 0 0 0 0 4 1 5 19

計 32 3 35 1 0 1 33 3 36 0 0 0 0 0 0 5 1 6 42

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

電気工学科 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機 械工学科 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国際 コミュニケ ーション

情報工学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平 成 23年度卒業生

平成 18年度卒業生

進
学
者
計

平成 17年度卒業生

平成 19年度卒業生

平成 20年度卒業生

２年次編入 計３年次編入

２年次編入３年次編入

大学編入学者数

大学編入学者数

平成 21年度卒業生

平成 22年度卒業生

大学編入学者数

進
学
者
計

その他
高専専攻科入

学
大学１年次入

学計

進
学
者
計

その他
高専専攻科入

学
大学１年次入

学計２年次編入３年次編入

大学編入学者数 大学１年次入
学

高専専攻科入
学

その他
進
学
者
計

３年次編入

３年次編入 ２年次編入 計

２年次編入 計

大学１年次入
学

高専専攻科入
学

その他

大学編入学者数 大学１年次入
学

高専専攻科入
学

その他
進
学
者
計

大学編入学者数 大学１年次入
学３年次編入 ２年次編入 計

大学編入学者数 大学１年次入
学

高専専攻科入
学３年次編入

その他
進
学
者
計

２年次編入 計

高専専攻科入
学

その他
進
学
者
計
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（資料７－２－①－１７） 

「進学状況（進学先）」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



金沢工業高等専門学校 基準６ 

 - 207 -

（資料７－２－①－１８） 
「平成２０年度金沢高専の総合的な満足度」と「授業満足度」 

 

      （出典：「平成２０年度ＫＴＣ総合案ケート調査結果」Ｐ.9,21）
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 （資料７－２－①－１９） 
「ＫＴＣ授業アンケート調査結果」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「平成２１年度 KTC授業アンケート調査結果」P.34,35）
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（資料７－２－①－２０） 

「企業等からの意見聴取」 

    
            （出典：「平成２０年度ＫＴＣ総合アンケート調査結果」P.73） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


